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2社協会報

平成25年度事業計画
●基本方針●

　５か年計画である「地域福祉活動計画」が最終年となることから、これまでの成果や反省を踏まえ、今
日的な福祉課題の解決の取り組みなどを盛り込んだ「第２次地域福祉活動計画」を策定します。
　また、福祉サービスのより一層の充実及び地域福祉活動を推進するために、本協議会に課せられた使命・
経営理念・事業展開の再認識と強化を図りながら活動していきます。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算

会費収入 6,750 

寄付金収入 1,395 

経常経費
補助金収入

95,462 
受託金収入

82,498 
事業収入
14,139 

貸付事業収入
3,000 

共同募金配分金収入
9,462 

介護保険収入 8,800 

負担金収入 4,131 

障害者自立支援
資金収入 683 

地域生活支援事業収入 720 その他収入 7,505 

繰越金収入 7,590 

事業費支出
182,227 

事務費支出
27,590 

貸付事業等の
支出 4,215 

共同募金 配分金事業費 2,700 

助成金支出
10,697 

その他支出 14,706 

収 入
242,135

支 出
242,135

（単位：千円）（単位：千円）

主な事業実施計画

１. 地域福祉活動計画の推進及び第２
次地域福祉活動計画の策定 

　●地域福祉活動計画の推進
　●第２次地域福祉活動計画の策定
２. 広報・啓発活動の充実 
　●広報・啓発活動の実施
　・社協広報誌の発行
　・社協リーフレット・チラシの作成
　・社協ホームページの充実
　・社会福祉大会の開催
　・福祉イベントの開催
３. 地域ぐるみ福祉の推進 
　●地域福祉活動の推進
　・地区社協活動の支援
　・ふれあいいきいきサロンの支援
　・地域みまもりサービス事業の実施
　・親子ふれあい事業の実施
　・福祉活動団体の支援
　・福祉のこころづくり講座の開催
　・街のほっとスポット設置事業の実施
　・マイクロバスの貸出
　・ふれあい料理教室事業の実施
　・コミュニティソーシャルワーカー

の設置
　●ボランティア・市民活動の推進
　・ボランティア活動のコーディネート
　・ボランティア講座の開催
　・ボランティア活動の広報・啓発
　・災害時におけるボランティア活動

の推進
　・ボランティア活動費の助成
　・ボランティア保険の受付
　・おもちゃ図書館の開館

　●福祉教育の推進
　・福祉教育活動費の助成
　・福祉教材の貸出
　・福祉体験学習の開催
４. 在宅福祉サービスの推進
　●住民参加型在宅福祉サービス事業

の推進
　・福祉輸送サービス事業の実施
　・住民参加型在宅福祉（家事援助）

サービス事業の実施
　●介護保険・障害者自立支援事業の

推進
　・介護保険訪問介護員派遣事業の実施
　・障害者自立支援訪問介護員派遣事

業の実施
５. 総合的な相談、援助活動の推進
　●心配ごと相談事業の推進
　・心配ごと相談・弁護士相談事業の

実施
　・苦情解決事業の実施
　●各種資金の貸付等
　・福祉資金の貸付
　・生活福祉資金の貸付
　・特別応急援護費の交付
　●福祉サービス利用援助事業の推進
　・広域後見支援センターの運営
　●日常生活支援事業の推進
　・ホームヘルプサービス事業の実施
　・有料配食サービス事業の実施
　・福祉カー貸付事業の実施
　・福祉用具等貸出事業の実施
　・介護者リフレッシュ事業の実施
　・みんなの介護スクール事業の実施
　・おとこの料理教室事業の実施
　・歳末たすけあい事業の実施
　・外出困難者生活支援事業の支援

　●災害対策と災害当事者への支援事
業の実施

　・交通遺児援護基金による見舞金等の交付
　・社協災害見舞金の交付
　・防災ネットワークの構築
　・災害時初動体制の確立
　・災害ボランティアセンター運営マ

ニュアルの作成
　・千葉県内社協災害時の相互支援協

定に基づく活動
６. 指定管理者制度施設の経営
　●市福祉作業所の経営（３か所）
　●市簡易マザーズホームの経営
　●市山武福祉センターの経営
　●市成東老人福祉センターの経営
７. 社協組織の基盤強化
　●社協発展・強化計画の策定
　●共同募金運動・日本赤十字社社資

募集運動への協力
　・赤い羽根共同募金運動の実施
　・歳末たすけあい募金運動の実施
　・日本赤十字社社資募集運動の実施
　●関係団体支援事業及び連携強化
　●財政基盤整備事業の実施
　・社協会員募集事業の実施
　・チャリティイベントの開催
　●社協役職員スキルアップ事業の実施

平成24年度健康福祉まつり
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平成24年度事業報告

平
成
24
年
度
一
般
会
計
収
支
決
算

会費収入 6,400,265 

経常経費補助
金収入

91,159,458 

受託金収入
77,560,197 介護保険収入

9,942,030 

負担金収入
2,535,600 

障害者自立
支援資金収入

364,395 

地域生活支援事業収入
780,000 

積立預金
取り崩し収入
68,922,765 

寄付金収入
2,035,668 

事業収入 11,546,074 
貸付事業収入 1,004,000 

共同募金配分金収入 9,415,205

その他収入 10,215,434 
繰越金収入 10,644,888 

事業費支出
164,602,235 

事務費支出
22,628,278 

貸付事業等の支出 859,000 
共同募金配分金事業費 2,653,205 

助成金支出 9,764,930 

積立預金積立支出
69,030,054 

その他支出 17,910,144 
次期繰越額
15,078,133 

収 入
302,525,979

支 出
302,525,979

（単位：円） （単位：円）

１.住民ニーズ・福祉課題の解決に向
けた仕組みづくり推進

　●地域福祉活動計画の推進
　・地域福祉活動計画推進委員会の開催

３回
　・地域福祉活動計画作業部会の開催　　

１回
　・住民福祉座談会の開催　　２か所
　　延べ参加人数 93名
　・第２次地域福祉活動計画策定委員

会の開催　　　　　　　　　１回
２.市民の福祉意識高揚と社会福祉協

議会の理解者づくり推進
　●広報・啓発活動の実施
　・社協広報誌の発行　　　　　 4回
　・ホームページの運営
　・市社会福祉大会の開催
　・市健康福祉まつりの開催
３.市民を中心とした参加型福祉コ

ミュニティづくり推進
　●地域福祉活動の推進
　・地区社協活動の推進　　　14地区
　・ふれあいいきいきサロン

37サロン設置
　・地域みまもりサービス事業
　　36回実施（延べ利用者数325名）
　・親子ふれあい事業　　　　　 1回
　・福祉の心づくり講座　　　全４回
　　延べ参加人数 33名
　●マイクロバス貸出事業 　　80回
　●福祉輸送サービス事業
　　利用会員 158名　協力会員 36名
　　延べ活動回数 3,161回
　●住民参加型在宅福祉（家事援助）

サービス事業
　　利用会員 66名　協力会員 32名
　　延べ活動回数 769回
　●共同募金運動・日本赤十字社社資

募集運動への協力
４.新しい福祉活動の担い手づくり推進
　●ボランティア・市民活動の推進
　・ボランティア登録者 77グループ
　　1,182名 個人 179名
　　災害支援等 92名 合計 1,453名

　・ボランティア・市民活動講座の開催
（10講座実施）

　・おもちゃ図書館事業の実施
　　（３か所 開館日数28日
　　延べ利用者数 434名 ボランティ

ア 57名）
　●福祉教育の推進
　・福祉教育活動費助成事業　12校　

助成額　　　　　　　  354,930円
　・福祉体験学習への協力
　　（12校　延べ日数24日）
　・成東地区福祉教育推進連絡会の支援
５.誰もが安心して暮らせるまちづく

りの推進
　●総合相談事業の推進
　・一般相談
　　（開設日数 59日 相談件数 33件）
　・弁護士相談
　　（開設日数 46日 相談件数287件）
　・福祉資金貸付（緊急援護費44件　

生活援護費１件）
　・生活福祉資金貸付
　　（県社協福祉資金37件）
　●福祉サービス利用援助事業の推進
　・さんむ広域後見支援センター契約

者総数　　　　　　　　　　53名
　・相談・訪問調査 延べ回数   358回
　●日常生活支援事業の推進
　・有料配食サービス事業　　利用者

数44名
　　延べ配食回数 2,343回
　・福祉カー貸付事業 716回
　・福祉用具等貸出事業 144件
　・物品貸出事業 113件
　・介護者リフレッシュ事業 3回
　　延べ参加人数 17名
　・みんなの介護スクール 3回
　　延べ参加人数 43名
　・おとこの料理教室 32回
　　延べ参加人数 344名
　●災害対策と災害当事者への支援事

業の実施　　　　　　
　・交通遺児援護基金激励金 　 １件
　・災害（火災）見舞金

　　全焼10件（日赤物資提供） 爆発1件
　●指定管理施設の管理・運営
　・市福祉作業所の経営（３か所）
　　契約者数 41名
　・市簡易マザーズホームの経営
　　契約者数 40名
　・市成東老人福祉センターの経営
　・市山武福祉センターの経営
　●介護保険・障害者自立支援事業の

推進
　・訪問介護員派遣事業（介護保険制度）
　　延べ件数 3,199件
　・訪問介護員派遣事業（障害者自立

支援制度）　延べ件数 173件
　・地域生活支援事業（移動支援）
　　延べ件数 188件
６．関係団体との協働体制の拡充
　●関係団体支援事業及び連携強化
　・市ボランティア連絡協議会の運営

支援
　・市身体障害者福祉会の運営支援
　・山武市手をつなぐ親の会の運営支援
　・大富地区高齢者等の支援を考える

会の運営支援
　・市赤十字奉仕団の運営支援
　・市ゴールドクラブ連合会の運営支

援
７．社協組織の基盤強化
　●財政基盤整備事業の実施
　・社協会員募集事業
　・チャリティゴルフコンペの開催　

参加者数 113名
　　　寄付金：165,597円
　・チャリティグラウンドゴルフ大会

の開催
　　参加者数 234名
　　　寄付金：52,204円
　●社協役職員スキルアップ事業
　・役職員視察研修の実施
　　（いわき市社会福祉協議会）
　●その他
　・社会福祉現場実習生の受入れ
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成東地域

心温まるふれあいの時間

ひとり暮し高齢者とのふれあい

松尾地域

　

大
富
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
年
度
初
め
の
事
業
と
し
て
独

り
暮
し
高

齢
者
と
推

進
員
の
ふ

れ
あ
い
を
目

的
に
、
さ
わ

や
か
大
富
会

の
集
い
「
い

ち
ご
狩
り
と

食
事
会
」
を

行
っ
て
い
ま

す
。
私
達
の

地
区
に
は
多

く
の
い
ち
ご

園
が
あ
り
、

各
い
ち
ご
園

に
お
願
い
し

て
毎
年
特
別
サ
ー
ビ
ス
で
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
さ

わ
や
か
な
五
月
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
９

日
に
広
口
い
ち
ご
園
の
協
力
で
三
棟

の
ハ
ウ
ス
を
開
放
し
て
も
ら
い
４
品

種
の
い
ち
ご
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま

し
た
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
ハ
ウ
ス
で

「
甘
い
、
お
い
し
い
」
の
声
、　

笑

顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
お
い
し
い

い
ち
ご
を
堪
能
し
た
後
は
昼
食
場
所

の
早
船
館
へ
移
動
、
こ
こ
で
は
お
昼

を
い
た
だ
き
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
だ

け
と
思
っ
て
い
た
会
員
は
会
長
の
話

に
「
び
っ
く
り
」。
推
進
員
の
奥
さ

ん
の
中
に
お
ど
り
を
習
っ
て
い
る
方

が
い
て
、
ご
好
意
で
お
ど
り
を
披
露

し
て
く
れ
る
事
に
な
り
全
員
拍

手
。
東
扇
会
と
潮
さ
い
会
に
所

属
し
て
い
る
３
名
で
４
曲
を
お

ど
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
曲

の
中
に
は
皆
の
知
っ
て
い
る
曲

も
あ
り
手
拍
子
も
出
る
ほ
ど
で

飲
食
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
盛
り
上

り
で
し
た
。
そ
の
後
の
食
事
を

し
な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
や
笑

い
声
が
絶
え
ず
最
後
は
、
さ
わ

や
か
会
員
の
音
頭
で
「
ふ
る
さ

と
」
を
合
唱
。
楽
し
い
一
日
で

し
た
。

 （
大
富
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

笹
川　

征
年
）

　

日
時　

平
成
25
年
５
月
29
日
㈬

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場　

借
毛
本
郷
三
郷
館

一
部
『
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
は
て

な
？
』
代
表　

林
純
正
氏
＆
女
性
マ

ジ
シ
ャ
ン
４
名
に
よ
る
手
品

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
軽
妙
な
話
術
と

手
品
を
展
開
す
る
林
氏
と
、
ま
だ
慣

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
伺
え
る
女
性

陣
の
必
死
の
演
技
に
拍
手
喝
采
で
し

た
。ロ
ー
プ
を
は
さ
み
で
切
っ
て
も
、

元
通
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
マ
ジ
ッ

ク
や
花
束
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
飛

び
出
し
て
く
る
マ
ジ
ッ
ク
が
今
で
も

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
話
術
と
技

術
に
温
か
い
も
の
を
感
じ
な
が
ら
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

二
部
小
島
禮
子
先
生
の
ご
指
導
に
よ

る
合
唱

　

小
島
禮
子
先
生
が
歌
詞
を
模
造
紙

に
大
き
く
書
い
た
も
の
を
た
く
さ

ん
用
意
し
、
先
生
の
指
揮
に
あ
わ

せ
て
歌
い
ま
し
た
。「
ス
キ
ー
」『
春

の
小
川
』
な
ど
童
謡
や
唱
歌
、
歌
謡

曲
も
加
え
て
、
た
く
さ
ん
の
歌
を

歌
い
ま
し
た
。
小
学
生
時
代
に
歌
っ

た
歌
や
、
青
春
時
代
に
口
ず
さ
ん
だ

歌
を
た
く
さ
ん
大
き
な
声
で
歌
い

ま
し
た
。
歌
っ
て
い
る
う
ち
に
皆
、

若
い
こ

ろ
や
子

ど
も
の

時
代
に

戻
り
、

大
き
な

口
を
あ

け
て
歌

い
ま
し

た
。

　

小
島
先
生
の
お
か
げ
で
皆
さ
ん

が
２
つ
３
つ
、
人
に
よ
っ
て
は
10

歳
ぐ
ら
い
若
返
り
ま
す
。
楽
し
い

時
間
が
し
ば
ら
く
続
き
、「
ふ
る
さ

と
」
で
締
め
と
な
り
ま
し
た
。

三
部
は
お
や
つ
の
時
間
で
す
。

役
員
さ
ん
に
用
意
し
て
い
た
だ
い

た
お
や
つ
を
楽
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
（
太
平
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

秋
庭　

春
夫
）
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山武地域

いきいきサロンで地域のつながり

洋光台・美杉野地区ふれあい食事会開催

蓮沼地域
　

定
年
を
迎
え
、
夫
婦
で
蓮
沼
に
来

て
か
ら
早
い
も
の
で
、
も
う
18
年
を

迎
え
ま
す
。

　

最
初
は
、
地
域
の
方
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

難
し
い
な
か
、
近
所
の
人
た
ち
の
誘

い
で
地
区
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

に
妻
と
共
に
参
加
す
る
こ
と
で
交
流

が
始
ま
り
、
今
で
は
自
分
達
で
活
動

の
場
を
広
げ
る
ふ
れ
あ
い
広
場
の
開

拓
に
、
汗
を
流
し
、
第
２
の
人
生
を

皆
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
送
る
こ
と
が

出
来
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
通
常
の
サ
ロ
ン
以
外
に
年

２
回
ほ
ど
実
施
し
て
い
る
、
お
出
掛

け
サ
ロ
ン
に
み
な
さ
ま
と
参
加
し
ま

し
た
。「
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
」
へ

向
か
い
道
中
は
ま
る
で
小
学
生
の
遠

足
の
よ
う
で
し
た
。
ま
た
車
内
で
は

地
域
の
人
達
と
の
輪
も
広
が
り
、
皆

さ
ん
の
温
か
さ
や
ぬ
く
も
り
を
感

じ
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。
現

地
に
到
着

す
る
と
視

界
い
っ
ぱ

い
に
広
が

る
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の

〝
花
・
花
・

花
！
〟
当

日
は
ち
ょ
う
ど
佐
倉
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
春

と
は
い
え
風
も
冷
た
く
感
じ
る
中
で

一
面
に
咲
い
て
い
る
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
ま
た
遠
く
で
ゆ
っ
く
り
と
回
る

風
車
を
眺
め
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に

心
が
洗
わ
れ
る
思
い
の
ひ
と
時
で
し

た
。

　

散
策
を
終
え
昼
食
を
と
り
家
路
へ

と
…
。
楽
し
か
っ
た
一
日
「
又
行
こ

う
ね
～
、
お
疲
れ
様
～
」
の
声
が
あ

ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
こ
の
地
で
み
な
さ
ま
と

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
、
私
自
身
も
あ
ら
た
め
て
感
謝

す
る
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
（
岡
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

高
塚　

忠
則
）

　

洋
光
台
・
美
杉
野
地
区
は
あ
ら
ら

ぎ
館
隣
地
に
あ
り
、
世
帯
数
は
合
わ

せ
て
３
０
０
程
の
団
地
で
す
。
近
く

に
は
元
気
館
や
さ
ん
ぶ
の
森
公
園
な

ど
が
あ
り
、
日
々
運
動
に
勤
し
む
人

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
人
が

多
く
見
受
け
ら
れ
、
又
、
自
然
に
も

恵
ま
れ
た
と
て
も
良
い
環
境
に
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
、
今
ま
で
両
団
地
共
に
集
う

機
会
が
な
く
、
交
流
の
場
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今

回
初
め
て
の
食
事
会
開
催
の
機

会
に
恵
ま
れ
、
去
る
１
月
19
日
、

あ
ら
ら
ぎ
館
に
於
い
て
催
す
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
70
才
以
上
の
方
を
対

象
に
し
た
22
名
が
参
加
し
、
推

進
員
３
名
の
協
力
の
も
と
、
懇

談
や
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
輪

が
棒
に
入
ら
な
い
事
で
笑
い
が
こ
ぼ

れ
、
さ
さ
や
か
な
景
品
を
手
に
笑
顔

が
…
。

　

お
弁
当
も
お
い
し
い
と
好
評
で

あ
っ
と
い
う
間
に
二
時
間
が
過
ぎ
、

推
進
員
の
「
今
日
は
楽
し
か
っ
た
で

す
か
？
」
の
問
い
に
男
性
の
方
か
ら

も
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

今
後
は
お
花
見
等
も
良
い
と
思
い
ま

す
よ
！
」
と
い
う
意
見
も
頂
き
ま
し

た
。

　

地
区
の
交
流
第
一
歩
と
な
る
食
事

会
で
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔

は
、
福
祉
推
進
員
に
と
っ
て
最
高
の

喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
陸
岡
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

佐
藤　

玉
子
）



さんむくんが
行く! 施 設 め ぐ り No.5 エクセルシオール山武

“エクセルシオール山武”はいつ開設し
たのですか？

介護付き有料老人ホームで平成２４
年９月１日に開設した施設です。
看護士が24時間常駐
していますので、安心
していただけます。

A
Q

介護付き有料老人ホームでご入居要件は
自立、要支援・要介護の方が入居できま
す。サービス一覧表に基づき介護サービ
ス・健康管理サービス・生活相談（サービ
ス）を提供いたします。

A

定員は何人ですか？

定員は５０名で全て個室（介護３０室・一般２０室）です。A
Q

どういう人達が、利用できるのですか？Q

最後に施設の特色などを教えてください！

エクセルシオール山武は美しく長い砂浜と、真っ直ぐな水平線が
魅力である九十九里浜の本須賀海岸前に２０１２年９月に開設い
たしました。夏季には海水浴客で賑わい、周辺には旅館、別荘が立

ち並ぶシーサイドリゾート地です。居室はすべてプラ
イバシーを配慮した個室であり、医療面では２４時間
看護師が常駐しており、重度の介護についても協力
医療機関と連携しながら健康管理など万全なサポー
ト体制をとっています。

A
Q

施設めぐり inエクセルシオール山武
（成東地域）
早速、菅澤施設長さんからお話を伺いました。

前回に引き続き「施設めぐり編」です。第５回は、成東本須賀海
岸に昨年秋オープンした介護付有料老人ホーム“エクセルシオー
ル山武”をご紹介します。

6社協会報



～あなたを応援したいから～ No.9奮闘記奮闘記奮闘記

子どもたちとのつながりを求めて
（人形劇すぎのこ　代表 石渡葉子）

昭和 61 年、山武町教育委員会主催での人形劇教室
として、人形の製作・演じ方を勉強し、2 年後に「人
形劇すぎのこ」として発足し現在に至っています。
今では、おはなし会、年令に合わせた絵本の講座等、
子どもから、大人まで楽しんで頂けるよう活動して
います。

夢中で演じていた発足当時、ただの人形が、指導
して下さった先生が手にすると、本当の子どものよ
うに生き生きと動き始めたことは今でも忘れること
はできません。私たちはというと、応援してくれる
子どもたちの声に、答える余裕もなく、
ただただ自分の覚えたセリフを間違わ
ずに言おうとしているだけでした。

現在人形劇は、5 人で演じています。
観客の皆さんから見える、舞台の表

側と違い舞台の中（裏側）では、一人
一役ならず二役を演じわけながら、大
道具・小道具の出し入れをし、音響・
照明機材を、コントロールしています。
舞台の中の移動のために、床を這ったり、
後ろを走りぬけたりと、全員フル回転で
演じています。

そして演ずる以外にも、やらなければならない事
が沢山あります。まず公演日前日の練習終了後に、必
要な機材一式を持ち出し、二台の車に、すき間なく
積み込む事。その為に、すぎのこのメンバーは、皆
とっても力持ちです。沢山の大きな道具を、少ない
回数で効率的に運ぶ工夫を、いつも考えて動いてい

ます。きっと皆さんが見たら、ビックリするような
大きな道具を一人で移動させているのでは、と思い
ます。そして当日は上演開始までの約一時間半の間
に、暗黙のうちに、手分けして準備が完了。観客の
みなさんを迎え入れ人形劇が始まります。今年度の
公演日程は 4 月初旬に、すべて決まってしまいました。
その後の依頼には、心ならずも、お断りしています。
私たちも仕事を持ちながらの活動なので、一公演で
も増やすことは、とても大変な事です。現在すぎの
こでは、一緒に活動してくれるメンバーを募集して
います。練習風景でも見に来て下さったら歓迎いた
します。

奮闘とは、“力いっぱい努力すること！”
8名の『きずな編集委員』が、地域に密着した、さまざまな活動をされている皆さんの

“影の力”を紹介します。今回は、人形劇すぎのこ代表の石渡葉子さんです。
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8社協会報

　山武市ゴールドクラブ連合会（鈴
木愛伯会長）は4月24日、平成25年度
定期総会を成東文化会館「のぎくプ
ラザ」で開催しました。役員、関係者
100余人の出席の下、午後１時30分
から百岡理事の進行で開会し、総会
に先立って、山武警察生活安全課高
木主任から、高齢者の振り込め詐欺
被害防止についての講話がありまし
た。「特に千葉県は事件が多い所。優
しい人が多いから…。しかし、まず疑

う事を覚える事」等と具体的に分か
りやすく話をされました。
　総会は木内副会長の開会のことば
で始まり、鈴木会長から歓迎の言葉、
そして今後も更なる御協力をお願い
しますとの挨拶がありました。続い
て、来賓の椎名千収市長はじめ、萩原
善和市議会議長、金杉等社会福祉協
議会長からそれぞれ祝辞や激励のお
言葉を戴きました。次に議事に入り、
24年度事業報告及び決算報告、25年度
事業計画案及び予算案が可決承認さ
れました。

　なお、総会終了後場所を移して専
門部会の会議を開き、新年度に向か
いそれぞれの活動方針を協議しま
した。
山武市ゴールドクラブ女性活動部会　
秋葉　昭子

新年度に向かい
　～平成25年度山武市ゴールドクラブ連合会総会～

　日本赤十字社は、血液事業や医療事業だけ
ではなく、紛争や災害等の被災者の救護から
公衆衛生の活動まで、国内はもとより遠く海
外まで広範多岐に行っています。
　また、地域の火災による家屋被害や台風によ
る床上浸水等の発生時には、災害見舞金や毛布、
バスタオル等の配布も行っています。
　このような赤十字の諸活動は、市民や法人
企業からお寄せいただく社資（寄付金や社費
年額500円）によって支えられています。
　今年も区長様自治会長様のご協力をいただ
いて、６月末までを募集期間として実施しま
した。ご協力いただきありがとうございまし
た。募集期間は終了しましたが、社資は随時受
け付けておりますので、今後ともよろしくお
願いいたします。

平成24年度実績報告
ご協力を賜りありがとう
ございました。

あなたも参加しませんか
　山武市赤十字奉仕団では、赤十字活動を支えるボランティアとして、日
頃から炊き出し、AEDや三角巾などを使用しての応急訓練を実施してい
ます。また、地域に根差したボランティア活動を行い、住みやすい地域社
会づくりに貢献しています。
　今年度も多くの皆様に参加していただけるような事業を行う予定で
すので、ぜひご参加ください。

期　日 会　場 事　業　名 内　容 参加者

9月ごろ 成東老人福
祉センター 一日赤十字 三角巾を使用して

の応急処置など
一般の方
赤十字奉仕団

10月6日㈰ あららぎ館
非常食の炊き出し体験

（山武市健康福祉まつ
りの会場）

包装食袋（ハイゼ
ックス）を使った炊
き出し体験

一般の方

日本赤十字社千葉県支部山武市地区からのお知らせ 区　　分 件　数 金　　額
一般社費 11,700件　 5,861,590円　
寄付金 154件　 54,700円　
法人社資 228件　 710,500円　
その他（預金利息） 3件　 312円　
合計 12,085件　 6,627,102円　

～平成25年3月16日から
平成25年6月12日までの受付分～

（順不同・敬称略）
◆お金のご寄附（含む１円玉募金）◆
會田 トシエ ………………………………………15,400円
匿　名……………………………………………… 1,400円
匿　名………………………………………………70,000円
筑紫会……………………………………………… 5,000円
桜めぐりハイキング実行委員会 委員長 行木 静 … 4,851円
手芸サロン「ととろの広場」………………………11,229円
匿　名……………………………………………… 1,900円
成東朝市組合 中村 けい子 ………………………21,336円
山武連絡所窓口募金箱……………………………11,398円
藤田 浩子 …………………………………………10,000円
蓮沼商業振興協同組合…………………………… 6,435円
岩崎 正利 …………………………………………10,000円
大藤アイリス園 大藤 節子 ………………………10,000円
山武市立成東中学校………………………………50,000円
三者合同芸能発表会 清水 明雄 …………………30,000円

山武市芸術文化協会舞踊部 代表 村井 信子 ……30,000円

◆自動販売機募金◆
サントリービバレッジサービス（株） ………………… 770円

（さんぶの森公園に設置されている自動販売機の販売本数1本あたりに
つき2円寄附されます）

（　　　　　  ）

本会金杉会長（写真左）と成東中学校吉村生徒会長（同右）
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～社協・市内14地区社協事業は、
　　皆様からの会費で運営しています。～
　本会は営利を目的としないため、会費・補助金・委託金などを財源として運営しています。
その中でも市民の皆様からの会費は、財源の大きな柱となっています。

種　類 会費額
（1口あたり） 対　　象

一般会員 500円 市 内 各 世 帯

賛助会員 1,000円 個人･役職員等

特別会員 5,000円 会 社･法 人 等

平成24年度実績 
～たくさんのご賛同、ご協力をありがとうございました。～

種　類 件　数 実績額 備　考

一般会員 12,041件 5,938,265円 市 内 各 世 帯

賛助会員 46件 59,000円 役職員・個人

特別会員 0件 0円
総　計 12,087件 5,997,265円

　マザーズホームの子ども達は今春も地元

の《石橋いちご園》さんのご好意により、

いちご狩りに出かけてきました。

　広くて長いビニールハウスの中に入る

と、いちごのいい匂いがみんなを包み込み、

時の経つのを忘れるほど、夢中で大きくて

甘いいちごを口いっぱいに頬張る子ども達

でした。

　親子での楽しくおいしい時間を

ありがとうございました。

「おいしいいちご  ありがとうございました」「おいしいいちご  ありがとうございました」「おいしいいちご  ありがとうございました」

緑の葉っぱにまっ
赤な可愛いイ

チゴ、口のまわりを
赤く染めて

笑顔がこぼれる時
間でした。

とても貴重な体験が
できました。

ありがとうござい
ます。

とても楽しみにしていたいちご狩り。子どもも私もワクワクしていました。当日は真っ赤なイチゴを大きな口で頬張る子ども達。「あま～い」「おいしい～」とあちらこちらから声が聞こえます。みんなとても良い体験ができました。ありがとうございました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

保護者の皆さんの感想です

役
員
紹
介

　新しく役員となられた方をご紹介いたします。
本協議会運営の一層の充実を図るためお力添え
をお願いいたします。

（任期：平成26年３月27日まで）
≪就任≫
理　事　　伊藤 静男 氏（松尾）
評議員　　佐久間 ますみ 氏（学校）
評議員　　山之口 國雄 氏（山武）

　退任されました皆様には、本協議会の発展のた
め多大なるご尽力をいただき厚くお礼申し上げ
ます。今後とも社会福祉活動の推進に一層のご理
解とご協力を賜りますようお願いいたします。
≪退任≫
　　今関 　紘 氏（理　事）
　　川島 政孝 氏（評議員）
　　吉井 正道 氏（評議員）



●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談

予約・問合せ先

弁護士相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）
場所

実施月
第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

7月 2日 9日 16日 23日
8月 6日 13日 20日 27日
9月 3日 10日 17日 24日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。）
場所

実施月
第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

7月 3日 10日 17日 24日
8月 7日 14日 21日 28日
9月 4日 11日 18日 25日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所
成東会場 : 成東老人福祉センター　　松尾会場 : 松尾 IT 保健福祉センター
山武会場 : 山武福祉センター　　　　蓮沼会場 : 蓮沼中央会館

山武市社会福祉協議会　☎０４７５（８２）７１０２

社協イベントスケジュール
月 日 行事名

7

12 地域みまもりサービス （山武）
16 地域みまもりサービス （成東）
16 おとこの料理教室 ( 成東）
17 おとこの料理教室 （松尾）
18 おとこの料理教室 ( 蓮沼）
23 おとこの料理教室 （山武）
24 地域みまもりサービス （松尾）

8

9 地域みまもりサービス （山武）
20 おとこの料理教室 ( 成東）
20 地域みまもりサービス （成東）
28 地域みまもりサービス （松尾）

9

13 地域みまもりサービス （山武）
17 地域みまもりサービス （成東）
18 おとこの料理教室 （松尾）
19 おとこの料理教室 （蓮沼）
25 地域みまもりサービス （松尾）

編
集
発
行

社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
〒289-1306  山武市白幡1627（成東老人福祉センター内）
電話 ： 0475（82）7102　FAX ： 0475（82）7318
Eメール ： sammushakyo@etude.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ： http://sammushakyo.sakura.ne.jp （住民基本台帳法一部改正により、外国人住民も含んだ人数へと変更になりました。）

人
口
動
向

市の人口
男
女

56,086人
27,958人
28,128人

男
女

15,359人
6,730人
8,629人

65歳以上

平成２５年６月１日現在

高齢化率

（前回より0.4％増）
27.3％

○新年度がスタートして早や３カ月。夏の太陽が、
ぎらぎらと輝いています。長期予想によると、今
年の夏は猛暑が続きそうです。

○当社協の福祉活動も事業計画に則り、それぞれの
部署、地域ごとに大きく動き出しています。今年
もみんなで汗を流して、福祉ニーズに応えた、行
き届いた福祉サービスが実現できるといいなと思

います。そのための組織は整っているはずです。
要は、心の問題。その組織をどう生かすかがカギ
です。

○国や経済の動きも、ここにきて活発化しています。
参議院選挙も、間もなく投開票。国政の安定、経
済の活性化、災害の復旧、復興は、すべての国民
が強く望んでいるところです。

○暑い夏を乗り切って、みのりの多い季節を迎えた
いものです。　　   　　　　　　　　　　（大津）

第８回　健康福祉まつり

スタッフ募集スタッフ募集
　今年も健康福祉まつりを開催します。
　みんなで健康と福祉について考え、誰もが楽
しみながら参加できるイベントにするためス
タッフを募集します。スタッフみんなで話し合
い、開催に向けてそれぞれ準備をすすめていき
ます。関心のある方は、社会福祉協議会までご連
絡ください。スタッフは随時募集しています！

【期日】 10月6日（日）
【会場】 さんぶの森交流センター「あららぎ館」

総　務　班
イベントの広報など

ステージ運営班
ステージでの企画など

会場運営班
会場内の企画など


